
日本では昨年、令和の時代を迎えた。令和が表
す「調和」とは裏腹に、これまで世界を支えてき
た秩序はいくつもの点で大きな転換点を迎えてい
るように見える。国際政治の面では、冷戦終結後
世界平和の要となってきた米国一極支配が崩れつ
つある。新たな超大国として「一帯一路」を推し
進める中国は、古い大国ロシアと連携しながら台
頭し、ユーラシア大陸の西と東で不均衡が生まれ
ている。かつて、中国を国際社会に組み込むこと
を企図していた米国は、自ら国際社会から離脱し
ようとしているようにさえ見える。欧州における
恒久平和の実現という崇高な理想のもとに進めら
れてきた統合への道は、Brexit でつまずき、加盟
国内での不協和音から試練に直面している。

経済の面では、これまで信じて疑われることの
なかったグローバル化が、国際的には貿易不均衡
を、国内的には富の偏在を助長するものとしてデ
メリットに焦点が当たっている。グローバル・バ
リューチェーン構築の動きは一服し、貿易の拡大
が世界経済を牽引していくメカニズムの勢いは失
われかけている。全ての国が経済成長を追求して
きた結果、地球温暖化が進み世界は、かつてない
気候変動に見舞われている。

金融の面ではリーマン・ショックを契機とした
国際金融危機が構造変化を引き起こした。世界の
中央銀行は、量的緩和やマイナス金利政策など非
伝統的な金融政策の領域を奥へ奥へと進めてき
た。経済は立ち直ったが、極めて緩和的な金融環
境とそのもとでの大規模な資金流動性の存在が、
市場の仲介機能に目詰まりを起こし新たな課題を
生んでいる。超低金利が常態化する中で、日本で
も欧州でも銀行など伝統的な金融機関の既存のビ
ジネスは苦境に立たされている。日本でも、金融
はいつか正常化に向けて動き出すだろうが、その
先にある新しい金融秩序がどのような姿になるの
かを正確に予見することは難しい。一つ確かそう
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なのは、金融機関の行動も金融政策の枠組みも国
際金融危機前の姿に戻ることはないだろう、とい
うことだ。その文脈で、少し論点は異なるが、個
人的に馴染みが深かった中央銀行の金融調節の手
法についても同様で、「積み期間」に所要準備を
寸分の過不足もなく着地させる、銀行の資金繰り
担当者の匠の技は、かつての市場関係者のノスタ
ルジアの中だけに残ることになるだろう。

ここまで書くと、不確実性に満ちた世界にたじ
ろぎそうになるが、過度に悲観的になることはな
いと思う。経済成長によって豊かになった社会で
は平均寿命が延び、日本では前回の東京オリン
ピックの頃に比べ人々は 20 年も長生きするよう
になっている。より長く生きるということは、よ
り多くの経験を楽しむ機会が増えることになるか
らＧＤＰだけでは測れない経済厚生が増すことを
意味する。定年退職後は年金で生活する、という
旧来のライフサイクルモデルは現実から乖離しつ
つある。より多くの国民が長く元気に、社会貢献
をしながら多様な生き方を楽しむことができるよ
うに、社会保障や教育も含め、持続可能な経済社
会を再構築することは、難しいが極めて建設的な
仕事である。

多様性という点では、日本では昨年、ラグビー
ワールドカップでの日本チームの活躍に国中が沸
いた。出身や背景の異なる多様な選手が日本の文
化で結ばれ、「ONE　TEAM（ワンチーム）」の
もとで一丸となってゴールを目指す姿は近未来の
日本社会の縮図のように見えて頼もしく思えた。

金融の世界では、加速する金融技術革新が、フィ
ンテック企業の台頭もあって金融の風景を劇的に
変えつつある。キャッシュレス決済の動きはその
ごく一面にすぎない。金融機関は、技術革新の波
に飲み込まれるのではなく、波にうまく乗ること
によってビジネスフロンティアが大きく広がる。

待ったなしの気候変動に、金融産業としてどう対
処していくかも知見と洞察力を要する。金融技術
革新も気候変動対応も 2020 年を彩る大きなテー
マになるだろう。金融産業で働く人々には新しい
金融秩序の構築に向けた「海図なき航海」が続く
が、未知への挑戦は先駆者にだけ与えられる特権
とも言える。

エコノミストも安穏としていられない。社会経
済構造が大きく変化する現代においては、伝統的
な手法にとらわれず分析手法を改善していく必要
がある。経済学で、需給ギャップがどう変化する
のかを分析する景気循環の経済モデルでは、潜在
成長率を外生的に所与のものとして扱う。一方、
潜在成長率の決定要因を分析する経済モデルで
は、需給ギャップを明示的には取り扱わない。エ
コノミストが今後、的確な景気判断や政策提言を
していくためには、こうした経済モデルの分断を
超えて成長と景気循環の相互作用をもとらえて経
済分析を行っていくことが必要だろう。

世界は大きな変革期を迎えつつある。先の見え
ない時代に立ちすくむのか、果敢に挑戦していく
のかで未来は決まる。変革期にこそ潜むチャンス
も大きいはずだ。このような時代だからこそ、夢
や憧れに動機づけられた若い起業家精神、そして、
未知の領域に挑む指導者たちの勇気とリーダー
シップが求められる。それが発揮されたとき、文
字通り「美しい調和」に満ちた令和の時代への途
が拓けるにちがいない。


